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夜
明
山
に
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た 

 

世
界
自
然
遺
産
登
録
以
降
、
エ
コ
ツ
ア
ー
利
用
者

が
増
え
、
公
衆
ト
イ
レ
設
置
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
小
笠
原
村
で
は
、(

株)

阪

急
交
通
社
の
社
会
貢
献
事
業
に
よ
る
寄
付
を
受
け
、

共
同
で
環
境
保
全
型
ト
イ
レ
（バ
イ
オ
ト
イ
レ
）を
設

置
し
ま
し
た
。
次
の
点
に
留
意
の
う
え
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

○
備
え
付
け
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
は
、
分

解
で
き
な
い
た
め
便
槽
内
に
投
げ
入
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。 

○
男
性
が
小
便
で
使
用
す
る
際
も
座
っ
て
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。 

○
使
用
後
は
、
必
ず
ト
イ
レ
内
の
運
転
ス
イ
ッ
チ
を

押
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
汚
し
た
場
合
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
き
れ

い
に
し
て
く
だ
さ
い
。
次
の
人
が
気
持
ち
よ
く
使

用
で
き
ま
す
。 

○
火
災
防
止
の
た
め
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
は
絶
対
に
便

槽
内
に
投
げ
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

次
に
使
う
人
の
こ
と
を
考
え
、
い
つ
も
清
潔
で
あ

る
よ
う
マ
ナ
ー
の
よ
い
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表 

 

２
０
１
２
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査

（特
別
審
査
員
・写
真
家 

榊
原
透
雄
氏
）を
実
施
し
、

次
の
と
お
り
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。
多
数
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
入
選
作
品
に

つ
い
て
は
、村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
が
さ
わ
ら
丸
船
内
に
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示

を
行
な
い
ま
す
。 

「 

」内
は
作
品
名 

敬
称
略 

○
金
賞 

「釣
浜
海
道
」 

 
 
 
 
 
   

今
泉 

貴
裕 

○
銀
賞 

「舞
い
降
り
る
」 

 
 
 
 
 
 

古
谷 

亘 

○
銅
賞 

「ダ
ブ
ル
ジ
ャ
ン
プ
」 

 
 
 
 

石
井 

栄
一 

○
特
別
賞 

「家
族
で
サ
ン
セ
ッ
ト
カ
ヌ
ー
」 

講
神 

佳
昌 

「着
い
た
～
」 

 
 
 
 
 
   

沼
田 

伸
一 

「タ
コ
ノ
キ
育
つ
峠
道
」 

 
 
 

丸
山 

功 

 

「会
う
約
束
」 

             

湯
浅 

輝
美 

○
佳
作 

「お
魚
に
な
っ
た
私
」         

岩
内 

雅
直 

「ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
フ
レ
ン
ズ
」   

鵜
沢 

純
一 

「メ
グ
ロ
の
ス
イ
ー
ト
時
間
」 

 

小
林 

和
人 

「自
然
に
生
き
る
」 

 
 
 
 
 

小
町 

碧 

「母
島 

龍
宮
城
へ
よ
う
こ
そ
」 

清
水 

康
子 

 

「ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
月
の
入
り
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木 

哲 

「夕
焼
け
空
の
お
が
丸
・は
は
丸
」歳
原 

正
絵 

 

「僕
の
夢
」 

 
 
 
 
 
 
 

 

平
田 

五
寿
芽 

 

「迷
宮 

小
笠
原
」 

 
 
 
 
  

松
本 

菜
津
子 

○
す
み
だ
水
族
館
賞 

 

「竜
宮
城
へ
」 

 
 
 
 
 
 
 

浅
海 

佳
代 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 
農
業
被
害
防
止
を
目
的
と
し
た 

ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業 

 

父
島
の
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
農
業
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
銃
器
お
よ
び
わ
な
に
よ
る
駆
除
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
事
業
で
は
、
銃
器
に
よ
る

駆
除
１
３
３
頭
、
わ
な
に
よ
る
駆
除
15
頭
（３
月
18

日
現
在
）合
計
１
４
８
頭
を
駆
除
し
て
い
ま
す
。 

平
成
25
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
４
月
15
日 

（月
）よ
り
駆
除
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
平
成
23
年
度
よ
り
、
奥
村
周
辺
に
出
没
す

る
ノ
ヤ
ギ
を
駆
除
す
る
た
め
、
都
道
湾
岸
通
り
第
一

ト
ン
ネ
ル
の
奥
村
側
入
口
か
ら
手
前
２
０
０
ｍ
以
内

の
山
側
を
駆
除
実
施
区
域
と
し
て
い
ま
す
。
駆
除
の

際
、
集
落
地
域
で
銃
声
が
聞
こ
え
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
が
、
安
全
確
認
を
厳
重
に
行
い
、
事
故
防
止
対

策
を
徹
底
し
た
う
え
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
何
卒
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

Ｉ
Ｔ
推
進
係
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
情
報
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
休
館 

 

情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
都
合
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。 

【
休
館
日
】
４
月
１
日
（月
）～
５
日
（金
） 

４
月
29
日
（月
） 

 
 
 
 
 

５
月
３
日
（金
）、
６
日
（月
） 

 

◎
情
報
通
信
機
器
の
取
り
扱
い 

 

小
笠
原
村
で
は
、
次
の
機
器
を
各
家
庭
、
事
業
所

に
届
出
に
応
じ
、
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

機
器
は
、
小
笠
原
村
の
財
産
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

      ※
設
置
個
所
に
よ
っ
て
は
、 

Ｄ
‐
Ｏ
Ｎ
Ｕ
、
Ｖ
‐
Ｏ
Ｎ
Ｕ

一
体
型
を
設
置
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

○
機
器
の
故
障
の
原
因
、
ま
た
、
災
害
等
緊
急
時

に
防
災
無
線
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
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花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

3/2７現在 

父島 

80.4/100 

母島 

70.3/100 

 

２月気象状況   （父島） 

最高気温   23.2℃ 

最低気温   11.5℃ 

平均気温   17.7℃ 

平均湿度   72％ 

月降水量   18.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（3/1）  
 

 

             2,578人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,096人   482人 
 

 
 

  世帯      1,152    256 
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た
め
、
機
器
の
電
源
は
、
常
時
入
れ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。 

○
こ
れ
ら
の
機
器
は
、
光
回
線
に
て
接
続
さ
れ
て

い
ま
す
。
利
用
者
ご
自
身
で
機
器
内
に
触
れ
る

こ
と
、
機
器
の
移
設
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ 

い
。
な
お
、
利
用
者
の
ご
都
合
に
よ
り
設
置
場

所
の
移
設
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
実
費
相
当

額
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
引
越
の
際
は
、
持
ち
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

(

設
置
状
態
の
ま
ま
に
し
て
く
だ
さ
い
。) 

○
故
意
、
過
失
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
機
器
お
よ

び
接
続
ケ
ー
ブ
ル
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
は
、

そ
の
損
害
を
賠
償
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 

 

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録 

 

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
主
に
は
、
生
涯
１
回
の

登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

次
の
日
程
で
定
期
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
の 

で
、
忘
れ
ず
に
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
14
日
（日
）午
前
９
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
15
日
（月
）午
前
10
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
母
島
支
所 

※
海
況
な
ど
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合
は
、
父

島
は
20
日
（土
）、
母
島
は
21
日
（日
）に
変
更

し
て
行
い
ま
す
。 

【
費
用
】
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

○
予
防
注
射
の
み 

 
 
 

３
５
５
０
円 

 

○
予
防
注
射
と
新
規
登
録 

６
５
５
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 

地
域
振
興
に
係
る 

 
 
 

 

補
助
事
業
の
募
集
（第
１
回
） 

  

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
島
し
ょ
地
域
の

地
域
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し 

て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
事
業
の
補
助
金
交
付
要
綱
は
総
務
課
企
画
政

策
室
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。 

【
事
業
名
】 

平
成
25
年
度
地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（第
１
回
） 

【
募
集
期
間
】 

４
月
１
日
（月
）～
５
月
10
日
（金
）ま
で 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小

規
模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島 

し
ょ
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う

と
認
め
ら
れ
る
法
人
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
除
く
。 

【
提
出
書
類
】申
請
書
お
よ
び
収
支
予
算
書
（指
定
様

式
）、
会
則
、
会
員
名
簿
等
（法
人
お
よ
び
個
人
事

業
者
は
登
記
簿
の
写
し
ま
た
は
開
業
届
の
写
し
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
） 

【
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

【
対
象
事
業
】 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成 

 
 

 
 

に
関
す
る
事
業 

 

※
補
助
事
業
の
成
果
と
し
て
、
地
域
全
体
へ
の
波

及
効
果
が
継
続
的
に
期
待
さ
れ
る
も
の
を
対

象
と
し
ま
す
。 

 

※
単
な
る
設
備
投
資
等
を
目
的
と
し
た
事
業
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。 

【
事
業
期
間
】 

 
 

事
業
開
始
か
ら
平
成
26
年
３
月
末
日
ま
で 

【
補
助
金
額
】
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で

１
０
０
万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は

２
０
０
万
円
）を
限
度
と
す
る
。 

【
注
意
事
項
】
振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
申
請

書
を
も
と
に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か

を
審
査･

決
定
し
ま
す
の
で
、申
請
書
に
は
事
業
の

内
容
、
目
的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

 

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３ 

 

ふ
れ
あ
い
ビ
ー
チ
バ
レ
ー 

  

今
年
、
第
68
回
国
民
体
育
大
会
・
第
13
回
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

都
内
の
全
区
市
町
村
で
競
技
や
行
事
が
実
施
さ 

れ
、小
笠
原
村
で
は
住
民
参
加
型
行
事
の
「デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事 

ふ
れ
あ

い
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
」を
行
い
ま
す
。 

例
年
父
島
で
実
施
し
て
い
る
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
と
同
じ
規
模
の
行
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
１
日
（日
） 

午
前
８
時
受
付
開
始 

午
前
９
時
開
会 

午
前
９
時
45
分
競
技
開
始 

午
後
３
時
表
彰
式 

【
場
所
】
父
島 
小
港
海
岸 

【
部
門
】 

○
男
子
２
人
制 

○
女
子
３
人
制 

【
定
員
】
各
部
門
20
チ
ー
ム
ま
で 

※
村
内
15
チ
ー
ム
、
村
外
５
チ
ー
ム
を
基
準 

【
参
加
要
件
】
都
内
在
住
の
高
校
生
ま
た
は
16
歳
以

上
の
者
（中
学
生
は
父
島
・
母
島
に
在
学
す
る
者
の

み
） 

【
申
込
方
法
】所
定
の
申
込
用
紙
（教
育
委
員
会
で
配

布
、
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
大
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.sports-sai-tok

yo2013.jp/index.html

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、 

村
内
参
加
者
：
５
月
１
日
（水
）～
８
月
19
日
（月
） 

村
外
参
加
者
：
５
月
１
日
（水
）～
５
月
31
日
（金
）

ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

【
参
加
費
】
無
料 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

教
育
委
員
会
事
務
局
内 

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
小
笠
原
村
実
行
委
員
会 

 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
村
奨
学
資
金 

 

小
笠
原
村
で
は
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
ま
た

は
専
修
学
校
に
在
学
し
、
心
身
健
全
に
し
て
、
か
つ

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
方
を
対
象
に
学
資

金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。貸
付
の
資
格
・
条
件
、

申
請
方
法
、
償
還
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

奨
学
生
は
、
次
の
場
合
、
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。 

○
届
出
の
内
容
（本
人
ま
た
は
、連
帯
保
証
人
の
住

所
そ
の
他
）に
変
更
が
あ
っ
た
と
き 

○
休
学
、
復
学
、
転
学
、
ま
た
は
退
学
な
ど
が 

 

あ
っ
た
と
き 

○
毎
学
年
の
は
じ
め
に
「在
学
証
明
書
」の
提
出 

○
今
年
度
で
貸
付
の
終
了
す
る
方
は
、「学
資
金
借

用
証
書
」の
提
出 

 

○
減
免
の
承
認
を
受
け
た
者
で
、
減
免
の
申
請
内

容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
も
し
く
は
減
免
の

要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
と
き 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 
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平成 25年度小笠原村の予算 

 

                                       

                                       

                                       

                                       

平成 25年度予算につきましては、第３次小笠原村総合計画（後期５カ年計画）における基本構想・基本計画に基づき予算編成を行

いました。 

（重点項目） 

①航空路開設及び航路の改善に向けた施策の推進 

②集客対策事業及びエコツーリズムを基軸とした観光産業の振興 

③自然環境の保全と活用並びに世界自然遺産登録後の施策の展開 

④上下水道、浄化槽、道路、防災施設、防災道路等基盤施設の整備 

⑤保健、福祉、医療、教育の充実 

また、「航空路開設推進に向けた新たな取り組み及び定期航路の新造船計画の具体化 」「第 4 次総合計画及び小笠原諸島振興開発

事業計画の改定作業」「防災計画の見直し及び災害対策施設の整備」「児童福祉総合対策（施設整備計画を含む）の策定」を平成 25 年度

の予算編成における最重点項目としています。 

一般会計は総額 42億 2,790万 1千円で前年度当初予算と比較すると、3億 7,749万 4千円、9.8％の増となっています。 

 

地方交付税 
1,467,661千円 
（34.7％） 

  

【会計別予算額】 
    

  金額（千円） 構成比（%） 

一般会計 4,227,901 80.5 

国民健康保険特別会計 249,647 4.8 

簡易水道事業特別会計 260,884 5.0 

宅地造成事業特別会計 35,343 0.7 

介護保険（保健事業勘定）特別会計 79,550 1.5 

介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計 156,316 3.0 

下水道事業特別会計 190,112 3.6 

浄化槽事業特別会計 28,610 0.5 

後期高齢者医療特別会計 22,532 0.4 

合計 5,250,895 100.0 

 

●問合せ先 財政課財政係 ２－３１１２ 

【歳入の主な増減（前年度比）】 

●村税（4.4%の増） 

  前年度の課税実績からの見込により個人住民税、法人住民税および固定資産

税の伸びにより18,321千円の増額となっています。 

●地方交付税（12.5%の増） 

  すべての自治体が一定水準の行政サービスを行えるよう国が交付するもの

です。国の地方財政収支見込から前年度より162,681千円の増額となっていま

す。 

●使用料及手数料（7.8%の増） 

  有料老人ホーム使用料、インターネット使用料、診療所収入等の増により

19,107千円の増額となっています。 

●国庫支出金（37.1%の減） 

  小中学校体育館及び校舎の耐震化工事が予定され、それに伴う補助金も交付

されますが、消防ポンプ車の購入、診療所のX線・CT装置購入が終了し、遺骨

収容事業の事業費減に伴う減額分が大きく135,683千円の減額となっていま

す。 

●都支出金（1.1%の増） 

  学校運動場芝生化整備事業の終了及び小笠原諸島振興開発事業に伴う都補

助金が減額していますが、村道整備及び市町村総合交付金の増額により9,392

千円の増額となっています。 

●繰入金（18.3%の増） 

  特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金及び財政調整基金からの繰入額

の増により35,501千円の増額となっています。 

●村債（168.6%の増） 

  村が施設建設や大規模事業を行うために借入れる資金で、旧高校跡地に避難

施設を兼ねた奥村交流センターを整備するため281,500千円の増額となってい

ます。 

地方譲与税等 

53,083千円（1.3％） 

【歳出の主な増減（前年度比）】 

●総務費（43.0%の増） 

  主に行政運営に必要な経費です。返還45周年事業、奥村交流センター整備、

参議院議員・都議会議員選挙の実施により、前年度より472,078千円の増額と

なっています。 

●民生費（7.3%の増） 

  障害者、高齢者、児童福祉等のための経費で、地域福祉センター、母島村民

会館及び父島保育園等の改修などの要因により、前年度より 39,403 千円の増

額となっています。 

●衛生費（10.2%の減） 

  保健衛生や環境対策、ごみ処理等のための経費で、母島のシロアリ対策の充

実、父島クリーンセンターの改修、新規事業として生ごみ飼肥料促進事業を実

施しますが、父島診療所のCT装置の更新、母島診療所のX線及びCT装置の

更新終了による減額分が大きく、前年度より99,428千円の減額となっています。 

●農林水産業費（16.6%の増） 

  農業及び水産業振興のための経費で、海洋センター改修経費の増、旧と畜場

解体予定のため、前年度より9,495千円の増額となっています。 

●商工費（31.7%の減） 

  商工業、観光事業のための経費で、小笠原村観光局の事業費減、観光交流施

設（遊歩道）整備が終了したことによる減額分が大きく、前年度より 54,313 千

円の減額となっています。 

●土木費（23.7%の増） 

  道路建設や公園整備、まちづくりのための経費で、市町村土木補助による道

路整備事業費の増額により、前年度より19,319千円の増額となっています。 

●消防費（62.9%の減） 

  主に消防団に要する経費で、父島の司令車を購入する予定ですが、大村消防

車庫の解体、父島の消防車及び小型可搬ポンプの更新終了により、前年度より

22,689千円の減額となっています。 

●教育費（17.0%の増） 

  教育の充実やスポーツ・文化の振興のための経費で、父島の学校運動場芝生

化整備事業が終了しましたが、小中学校の耐震補強工事及び改修工事、母島小

中学校の開校 40 周年事業の実施、天然記念物農作物被害防除対策事業等の増

額により40,713千円の増額となっています。 

使用料及手数料 
263,146千円

（6.2％） 

国庫支出金

230,524千円 
（5.5％） 

都支出金 
875,662千円 
（20.7％） 

その他 
53,214千円

（1.3％） 

村債 
448,500千円 
（10.6％） 

繰入金 
 229,883千円

（5.4％） 

財産収入 
39,340千円

（0.9％） 

その他 
 65,999千円

（1.6％） 

議会費 
 71,079千円

（1.7％） 

総務費 
 1,570,498千円

（37.2％） 
歳出 

4,227,901千円 

民生費 
 580,159千円

（13.7％） 

衛生費 
 874,641千円

（20.7％） 

公債費 
 487,317千円

（11.5％） 

教育費 
 280,672千円

（6.6％） 

消防費 
 13,371千円

（0.3％） 

土木費 
 100,870千円

（2.4％） 

商工費 
 116,767千円

（2.8％） 

農林水産業費 
 66,528千円

（1.6％） 
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第３次小笠原村総合計画 平成２５年度予算反映状況 
 小笠原村では総合的・計画的な行政の運営を図るために、第３次小笠原村総合計画を策定し、これに即して事務の処理を行っています。この総合計画は

むらづくりの将来像を定めた「基本構想」と、「基本構想」実現のための具体的な事業計画を定めている「基本計画」からなり、その施策ごとの平成２５年度予

算への反映状況は下表のとおりです。 

             （千円） 

章 節 予算額 主要事業項目 

第１章 人と自然が共生する村   

 １ 計画的な土地利用 5,958 地籍調査、計画的な土地利用検討、有効活用促進 

 ２ 自然環境の保全と活用 6,194 外来種啓発、適正利用実施、世界自然遺産関連ほか 

 小  計 12,152  

第２章 快適に暮らせる村   

 １ 航空路の早期開設 6,993 早期開設の推進、普及啓発ほか 

 ２ 交通環境の整備 22,575 航路改善検討、村営バスの運行、村道災害防除ほか 

 ３ 情報通信体制の整備 163,388 ケーブルテレビ事業、インターネット接続サービス事業ほか 

 ４ 良好な住環境の整備 16,580 宅地分譲事業、要望ほか 

 ５ 上・下水道の整備 1,766,376 扇浦浄水場移設関連、ポンプ所制御盤改良、浄化槽設置ほか 

 ６ 循環型社会の構築 160,493 ごみ処理・リサイクル経費、施設改修、エネルギー計画策定ほか 

 ７ 生活環境の向上 30,053 シロアリ対策、野ネコ対策、動物診療ほか 

 小  計 2,166,458  

第３章 活力ある産業で自立発展する村   

 １ 活力ある農業の振興 9,537 有害鳥獣駆除、運賃補助、農産物販売促進事業ほか 

 ２ 安定した水産業の展開 18,465 シマアジ稚魚放流、運賃補助、水産物販売促進事業ほか 

 ３ 魅力ある観光拠点の整備 1,411 団体事業補助ほか 

 ４ 観光受入体制とＰＲ活動の強化 48,177 金融支援、集客対策事業、英語版パンフ作成ほか 

 ５ 小笠原ブランドの確立 1,610 観光宣伝事業ほか 

 ６ 親しまれる商業地の整備 - 検討 

 ７ 産業間の連携 100 産業活性化対策事業ほか 

 小  計 79,300  

第４章 すべての人が安心して暮らせる村   

 １ 保健・医療・介護の充実 447,622 健康診断、診療所運営、介護保険サービス実施ほか 

 ２ 福祉の充実 53,220 子育て支援、障害者自立支援、社会福祉協議会運営費補助ほか 

 ３ 衛生施設の整備 - 検討 

 ４ 消防防災体制の充実 52,983 防災施設整備、備蓄品購入、消防司令車購入、防災無線保守ほか 

 小  計 553,825  

第５章 豊かな心でゆとりをもって暮らせる村   

 １ 学校教育の充実 57,122 校舎・体育館耐震補強工事、備品整備、英会話教育実施ほか 

 ２ 生涯学習の環境整備 120 施設管理、学習機会創出ほか 

 ３ 小笠原文化の振興 20,842 文化団体支援、村文化財指定・保存、資料収集ほか 

 ４ 村民総スポーツの推進 6,512 国体事業、スポーツ団体支援、体育施設整備ほか 

 ５ 国際化への対応 - 国際交流の促進ほか 

 ６ 硫黄島への対応 43,624 硫黄島訪島事業の実施、遺骨帰還事業の促進 

 小  計 128,220  

第６章 国民のオアシスを提供する村   

 １ エコツアーの実施 5,435 エコツーリズム推進、ガイド講習プログラム実施ほか 

 ２ 小笠原らしい景観形成 137 街並み景観づくり推進ほか 

 小  計 5,572  

第７章 計画実現のために   

 １ 村民参加システムの確立 2,853 村民だより発行、ホームページ制作ほか 

 ２ 効率的な行財政運営の確立 68,272 総合行政システム運用、財源の安定確保ほか 

 ３ 職員の資質向上 1,115 研修参加ほか 

 ４ 関係機関への要請 - 要請 

 小  計 72,240  

総  計  3,017,767  

（注）本表は第３次小笠原村総合計画の各項目ごとの事業経費であり、経常的な経費は含んでいないため、平成25年度予算総額とは一致いたしません。 

 
●問合せ先 総務課企画政策室 ２－３１１１ 
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母
島
小
中
学
校 

日
曜
学
校
公
開 

  

母
島
小
中
学
校
で
は
、保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
、

学
習
や
生
活
全
般
の
様
子
を
ご
参
観
い
た
だ
き
、
学

校
で
の
児
童
生
徒
の
様
子
、
授
業
の
内
容
や
方
法
、

本
校
の
教
育
の
特
色
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
日
曜
学
校
公
開
を
実
施
し

ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
28
日
（日
）午
前
８
時
20
分
～
正
午 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
小
中
学
校 

 
３
―
２
１
８
１ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
４
月
19
日
（金
）午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

 

《
住 

  

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

 

《
連
絡
先
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
期 

  

平
成
25
年
度
保
険
料
は
、
東
京
都
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
７
月
下
旬
ま
で
に
確
定
（
決
定
）
さ 

れ
、
８
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に
そ
の
決
定
通
知
書
と
納

入
通
知
書
を
小
笠
原
村
か
ら
送
付
す
る
予
定
で
す
。 

【
普
通
徴
収
の
方
】
確
定
し
た
保
険
料
を
、
８
月
以

降
の
納
期
毎
に
、
４
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

《
普
通
徴
収
の
納
期
限
》 

 
 

○
第
１
期 

９
月
２
日
（月
） 

 
 

○
第
２
期 

10
月
31
日
（木
） 

 
 

○
第
３
期 

12
月
25
日
（水
） 

 
 
 

※
口
座
引
落
し
は
１
月
４
日
に
な
り
ま
す
。 

 
 

○
第
４
期 

２
月
28
日
（金
） 

【
特
別
徴
収
の
方
】
４
月
支
給
の
年
金
（偶
数
月
支 

給
）か
ら
新
年
度
の
保
険
料
の
仮
徴
収
が
始
ま
り

ま
す
。 

前
回
支
給
月
の
２
月
支
給
の
年
金
よ
り
徴
収

さ
れ
た
期
割
額
と
同
額
を
、
新
年
度
の
４
月
、
６

月
、
８
月
支
給
分
年
金
か
ら
徴
収
し
、
７
月
の
保

険
料
の
確
定
に
よ
っ
て
、
４
月
～
８
月
の
仮
徴
収

で
納
め
た
額
を
控
除
し
た
残
額
を
、
10
月
以
降
に

支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

※
原
則
と
し
て
、
保
険
料
は
年
金
の
支
給
時
に
天
引

き
さ
れ
る
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
が
、
口
座
振
替

に
よ
る
普
通
徴
収
で
の
払
込
を
「選
択
」す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
口
座
を
お

持
ち
の
金
融
機
関
窓
口
に
て
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
届
出
か
ら
手
続
き
完
了
ま
で
２
月
以

上
か
か
り
ま
す
。 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
の

皆
様
に
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
制
度
を
支
え
る
若
年
世

代
の
方
々
に
も
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
東

京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
広
報
誌
「東

京
い
き
い
き
通
信
」を
発
行
し
、小
笠
原
村
で
は
全
戸

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
制
度
の
し
く
み
や
運
営
な
ど
は
、
広
域
連
合
の
お

問
合
せ
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

【
広
域
連
合
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
】 

《
開
設
時
間
》
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
平
日

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

《
連
絡
先
》 

 
 

０
５
７
０
―
０
８
６
―
５
１
９ 

 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
７
０
―
０
８
６
―
０
７
５ 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
化
の
お
知
ら
せ 

  

平
成
25
年
度
中
に
、
「ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
」

が
任
意
予
防
接
種
か
ら
定
期
予
防
接
種
と
な
る
予
定

で
す
。
変
更
さ
れ
る
日
時
は
現
在(

３
月
26
日
時
点)

未
定
で
す
の
で
、
決
定
次
第
随
時
島
内
広
報
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
３
ワ
ク
チ
ン
と
も
複
数

回
の
接
種
に
よ
っ
て
免
疫
を
得
る
た
め
、
現
在
接
種

中
の
お
子
さ
ま
は
、
定
期
接
種
化
を
待
つ
こ
と
は
お

勧
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
現
在
接
種
中
の
お

子
さ
ま
は
、
標
準
接
種
間
隔
内
で
の
接
種
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。 

対
象
年
齢
お
よ
び
回
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お

子
さ
ま
の
接
種
歴
を
母
子
手
帳
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
定
期
接
種
化
さ
れ
る
ま
で
は
、
診
療
所

予
約
の
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
。 

【
対
象
年
齢
お
よ
び
回
数
】 

※
接
種
開
始
時
の
月
齢
に
よ
り
、
回
数
が
異
な
り

ま
す
。 

 

《
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
》 

〇
生
後
２
か
月
～
生
後
７
か
月
未
満 

初
回
接
種
３
回
＋
追
加
接
種
１
回 

 
 

〇
生
後
７
か
月
～
生
後
12
か
月
未
満 

初
回
接
種
２
回
＋
追
加
接
種
１
回 

 
 

〇
１
歳
～
５
歳
未
満 

初
回
接
種
１
回 

《
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
》 

〇
生
後
２
か
月
～
生
後
７
か
月
未
満 

初
回
接
種
３
回
＋
追
加
接
種
１
回 

 
 

〇
生
後
７
か
月
～
生
後
12
か
月
未
満 

初
回
接
種
２
回
＋
追
加
接
種
１
回 

 
 

〇
１
歳
～
２
歳
未
満 

初
回
接
種
２
回 

 
 

〇
２
歳
～
５
歳
未
満 

初
回
接
種
１
回 

《
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
》 

〇
小
学
６
年
生
～
高
校
１
年
生
に
該
当
す
る

女
子 

３
回
接
種 

【
接
種
方
法
】 

《
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
》
月
毎
の
定
期
接
種
日
に
お
い

て
個
別
接
種 

《
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
》
月
毎
の
定
期
接

種
日
に
お
い
て
個
別
接
種 

《
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
》
接
種
日
時
を
決

め
て
の
集
団
接
種 

 

●
問
合
せ
先 
村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

「日
本
脳
炎
」定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ 

  

平
成
25
年
度
、
日
本
脳
炎
接
種
対
象
児
に
は
、
個

別
案
内
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。
次
の
対
象
年
齢
で

未
接
種
児
に
も
関
わ
ら
ず
、
通
知
が
届
か
な
い
場
合

は
、
お
手
数
で
す
が
村
民
課
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

【
対
象
児
お
よ
び
送
付
方
法
】 

《
第
１
期
対
象
》
平
成
25
年
度
に
３
歳
、
７
歳
、

８
歳
に
な
る
児 

 
 

 

誕
生
日
翌
月
に
送
付 

《
第
１
期
追
加
》
平
成
24
年
度
に
第
１
期
接
種
後

１
年
を
経
過
す
る
児 

 

１
年
経
過
月
に
送
付 

《
第
２
期
》
平
成
25
年
度
に
18
歳
に
な
る
者 

誕
生
日
月
に
送
付 

※
20
歳
未
満
の
未
接
種
者
で
接
種
希
望
の
方
は
、
村

民
課
福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

 

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
（４
月
～
９
月
分
） 

  

満
70
歳
以
上
の
方
に
は
、
お
申
込
み
に
よ
り
都
営

地
下
鉄
・
都
内
バ
ス
が
利
用
で
き
る
「東
京
都
シ
ル 

バ
ー
パ
ス
」を
発
行
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

都
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
満
70
歳
以
上
の
方 

【
発
行
に
要
す
る
費
用
】 

①
平
成
25
年
度
の
住
民
税
が
課
税
で
③
以
外
の

方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
万
２
５
５
円 

②
平
成
25
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方 

 
 
 
 
 
 

１
千
円 

③
平
成
24
年
の
合
計
所
得
額
が
１
２
５
万
円
以

下
の
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
千
円 

【
有
効
期
限
】
９
月
30
日 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

心
身
障
害
者
（児
）巡
回
相
談 

  

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の

と
お
り
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
制
と
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
相
談
で
き
る
内
容
は
、
目
（視
覚
障
害
）、

耳
（聴
覚
障
害
）、
肢
体
不
自
由
と
な
り
ま
す
。 

 

本
相
談
は
隔
年
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
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【
父
島
】 

 
《
日
時
》 

５
月
15
日
（水
）午
後
２
時
～
５
時 

５
月
16
日
（木
）午
前
９
時
～
午
後
５
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

《
日
時
》 

５
月
17
日
（金
）午
後
１
時
30
分
～
５
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
対
象
者
】 

 

○
身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
た
い
方 

（障
害
部
位:

目
・
耳
・
肢
体
不
自
由
） 

 

○
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
方
で
、

内
容
の
変
更
を
し
た
い
方 

 

○
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
方
で
、

車
い
す
・
下
肢
装
具
・
補
聴
器
な
ど
の
補
装
具

が
必
要
な
方
、
お
よ
び
修
理
が
必
要
な
方 

 

※
一
般
的
な
Ｔ
字
型
杖
の
交
付
、
お
よ
び
介
護
保

険
法
対
象
者
（
65
歳
以
上
の
障
害
者
）の
方
の

車
い
す
（標
準
型
）の
交
付
は
除
き
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
４
月
15
日
（月
）ま
で 

※
予
約
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
直
接
会
場
に
お
越

し
に
な
っ
て
も
相
談
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧 

 
 

お
よ
び
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧 

  

固
定
資
産
税
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決
定

し
、
こ
の
価
格
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
な
ど
は
、
こ
の
価
格

を
知
る
た
め
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
（名
寄
帳
）の
閲

覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
村
内
の
他
の

土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
価
格

等
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】 

 

《
期
間
》
４
月
１
日
（月
）～
翌
年
３
月
31
日 

 
 
 
 
 

（土
日
・
休
日
を
除
く
） 

 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
 
 
 
 

（正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
】 

 

《
期
間
》
４
月
１
日
（月
）～
５
月
31
日
（金
） 

 
 
 
 
 

（土
日
・
休
日
を
除
く
） 

 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
 
 
 
 

（正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
】 

 

《
父
島
》
財
政
課
税
務
係 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 
平
成
25
年
度 

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参
加
資

格
申
請
お
よ
び
物
品
買
入
れ
等
競
争
入
札
参
加

資
格
申
請
の
受
付 

 
 

 

小
笠
原
村
で
は
、
一
定
金
額
以
上
の
建
設
工
事
、

物
品
の
買
い
入
れ
、
委
託
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
そ

の
要
件
に
よ
り
競
争
入
札
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

７
月
１
日
か
ら
、新
た
に
「東
京
電
子
自
治
体
共
同

運
営
電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス
」の
資
格
審
査
申
請
手
続

き
を
開
始
し
ま
す
。
平
成
26
年
度
以
降
も
小
笠
原
村

の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と

お
り
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
方
法
】
７
月
１
日
以
降
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
受
け
付
け
ま
す
。 

 

「東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
電
子
調
達
サ
ー

ビ
ス
」の
サ
イ
ト
か
ら
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。 

【
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス

と
は
】
都
内
の
区
市
町
村
が
共
同
し
て
、
入
札
情

報
の
提
供
、
入
札
参
加
資
格
申
請
受
付
、
電
子
入

札
の
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
行
う
も
の
で
す
。 

※
平
成
23
・
24
年
度
の
小
笠
原
村
の
建
設
工
事
競

争
入
札
参
加
資
格
、
お
よ
び
物
品
買
入
れ
等
競
争

入
札
参
加
資
格
が
あ
る
方
は
、
そ
の
期
限
を
平
成

26
年
９
月
30
日
ま
で
延
長
い
た
し
ま
す
が
、
引

き
続
き
、
平
成
26
年
度
以
降
も
小
笠
原
村
の
入
札

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
平
成
25
年
７
月

１
日
以
降
す
み
や
か
に
、「東
京
電
子
自
治
体
共
同

運
営
電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス
」に
て
、資
格
審
査
申
請

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

※
従
来
の
方
法
に
よ
る
申
請
は
、
７
月
１
日
以
降
、

受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
す
で
に
同
サ
ー
ビ
ス
へ
の
登
録
を
行
っ
て
い
る
方

は
、
７
月
１
日
以
降
、
「継
続
申
請
」の
手
続
き
を

行
う
際
に
、
資
格
審
査
申
請
を
希
望
す
る
自
治
体

を
選
択
す
る
画
面
で
、
必
ず
「小
笠
原
村
」を
追
加

で
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
電
子
入
札
に
つ
き
ま
し
て
は
、
資
格
審
査
申
請
受

付
開
始
か
ら
概
ね
１
年
後
の
開
始
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

○
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス 

ホ
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詳
し
く
は
、
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
０
５
７
０
―
０
５
―
１
０
９
０
）
ま
た 

は
、
財
政
課
財
政
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
財
政
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

小
笠
原
村
職
員
の
募
集 

 

【
職
種
】
一
般
事
務 

【
採
用
人
員
】
１
名 

【
採
用
予
定
日
】
７
月
１
日
以
降 

【
勤
務
場
所
】
本
庁
ま
た
は
事
業
所 

【
待
遇
】
小
笠
原
村
給
与
条
例
等
に
よ
る 

【
受
験
資
格
】 

 

《
大
卒
区
分
》
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

 

《
高
卒
区
分
》
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。 

【
試
験
方
法
】
筆
記
お
よ
び
口
述
試
験 

【
試
験
日
】
５
月
22
日
（水
）、
23
日
（木
） 

【
場
所
】
小
笠
原
村
役
場 

【
申
込
用
紙
の
請
求
先
】
総
務
課
総
務
係
窓
口
ま
た

は
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

【
申
込
締
切
】
５
月
９
日
（木
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
村
農
業
委
員
会
委
員
選
挙 

 

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
告
示

日
以
降
に
投
票
所
入
場
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
た

だ
し
、
立
候
補
者
が
定
数
を
超
え
な
い
場
合
は
、
無

投
票
と
な
り
ま
す
の
で
、
投
票
所
入
場
券
は
郵
送
い

た
し
ま
せ
ん
。 

【
告
示
日
】
４
月
９
日
（火
） 

 

◎
投
票
日
お
よ
び
投
票
所 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
13
日
（土
）午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
14
日
（日
）午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

《
場
所
》
村
役
場
議
事
堂 

 

◎
期
日
前
投
票
所 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
10
日
（水
）～
12
日
（金
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
10
日
（水
）～
13
日
（土
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時 

《
場
所
》
村
役
場
議
事
堂 

 

●
問
合
せ
先 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 
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村
役
場
人
事
異
動 

 

【
課
長
級
】 

総
務
課
企
画
政
策
室
長
（航
空
路
担
当
副
参
事
） 

 
 

樋
口 
博
《
医
療
課
長
》 

 

総
務
課
副
参
事
（連
絡
調
整
担
当
） 

 
 

湯
村 

義
夫 

《
総
務
課
企
画
政
策
室
長
（航
空
路
担
当
）》 

医
療
課
長 

 

佐
々
木 

英
樹
《
教
育
課
長
》 

建
設
水
道
課
長 

 
 

篠
田 

千
鶴
男
《
建
設
水
道
課
副
参
事
》 

出
納
課
長
（出
納
係
長
事
務
取
扱
） 

 
 

菊
池 

元
弘
《
出
納
課
長
》 

教
育
課
長
［
昇
格
］ 

 
 

牛
島 

康
博
《
財
政
課
財
政
係
長
》 

【
課
長
補
佐
級
】 

財
政
課
課
長
補
佐
税
務
係
長
［
昇
格
］ 

 
 

大
津 

源
《
財
政
課
税
務
係
長
》 

【
係
長
級
】 

財
政
課
財
政
係
長 

 
 

及
川 

英
典
《
財
政
課
財
政
係
主
査
》 

財
政
課
財
政
係
主
査 

 
 

佐
々
木 

裕
美
《
出
納
課
出
納
係
長
》 

 

村
民
課
福
祉
係
主
任
保
育
士
（父
島
保
育
園
） 

 
 

藤
崎 

邦
夫
《
主
任
保
育
士
（母
島
保
育
園
）》 

【
主
事
級
】 

総
務
課
総
務
係
（東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
派
遣
） 

 
 

平
野 

真
大
《
総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
》 

出
納
課
出
納
係 

 
 

古
川 

奈
央
子
《
総
務
課
総
務
係
》 

【
主
事
級
（任
期
延
長
）】 

任
期
平
成
26
年
３
月
31
日 

医
療
課
診
療
所
係
（太
陽
の
郷
） 

 
 

髙
橋 

は
る
み
〔
介
護
福
祉
士
〕 

 
 

北
村 

結
希
〔
介
護
福
祉
士
〕 

 
 

小
澤 

直
也
〔
介
護
員
〕 

 
 

保
坂 

麻
美
子
〔
介
護
員
〕 

 

【
採
用
（主
事
級
）】 

 

総
務
課
付 

 
 

新
島 

碧 

医
療
課
付
（小
笠
原
村
診
療
所
） 

 

近
藤 

芽
未
〔
看
護
師
〕 

 

鈴
木 

藍
〔
看
護
師
〕 

 

中
川 

麻
里
沙
〔
看
護
師
〕 

 

佐
藤 

貴
代
〔
歯
科
衛
生
士
〕 

医
療
課
付
（小
笠
原
村
母
島
診
療
所
） 

 

山
田 

京
子
〔
歯
科
衛
生
士
〕 

【
採
用
（任
期
付
）】 

任
期 

平
成
26
年
３
月
31
日 

村
民
課
付
（母
島
保
育
園
） 

 
 

清
水 

華
子
〔
保
育
士
〕 

【
採
用
（再
任
用
）】 

 
建
設
水
道
課
副
参
事
（総
合
調
整
担
当
） 

 
 

増
山 

一
清 

【
派
遣
職
員
（転
入
）】 

医
療
課
診
療
所
係
（父
島
診
療
所
） 

 
 

城
川 
雅
光
〔
医
師
〕《
東
京
都
》 

 
 

鈴
木 

亮
士 
〔医
師
〕《
東
京
都
》 

医
療
課
診
療
所
係
（母
島
診
療
所
） 

 
 

長
島 

健
太
郎 

〔医
師
〕《
東
京
都
》 

【
派
遣
職
員
（転
出
）】
３
月
31
日
付 

東
京
都 

岡
田 

祐
樹 

〔医
師
〕《
診
療
所
診
療
所
係
》 

和
田 

陽
之
介 

〔医
師
〕《
診
療
所
診
療
所
係
》 

【
退
職
】 

３
月
15
日
付 

 
 

大
倉 

綾
〔
看
護
師
〕《
医
療
課
診
療
所
係
》 

３
月
31
日
付 

 
 

小
笠
原 

由
貴
〔
保
育
士
〕《
村
民
課
福
祉
係
》 

野
沢 

有
二
〔
医
師
〕 

《
医
療
課
診
療
所
係
診
療
所
長
》 

（定
年
退
職
） 

増
山 

一
清
《
建
設
水
道
課
長
》 

（任
期
満
了
） 

中
野 

恵
美
〔
看
護
師
〕 

《
医
療
課
診
療
所
係
（母
島
診
療
所
）》 

 

    

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、４
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
４
月
８
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

 
 

 
 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

  

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
18
日
（木
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、

お
よ
び
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（免
許
証
な
ど
） 

※
年
間
入
林
申
請
（年
間
パ
ス
）お
よ
び
講
習
修
了
証

の
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
期
間
終
了
後

も
引
き
続
き
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は

再
申
請
ま
た
は
更
新
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

東
京
都
小
笠
原
住
宅
あ
き
家
入
居
者
募
集 

 

【
募
集
対
象
】
平
成
25
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
26

年
５
月
31
日
ま
で
に
発
生
す
る
あ
き
家
住
宅
（母

島
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
時
点
で
あ
き
家
に 

な
っ
て
い
る
住
宅
を
含
む
） 

【
申
込
資
格
】 

① 

昭
和
19
年
３
月
31
日
に
小
笠
原
に
住
所
を

有
し
、
昭
和
43
年
６
月
25
日
に
小
笠
原
諸
島

以
外
の
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
方

で
、
小
笠
原
諸
島
に
永
住
を
希
望
す
る
方 

② 

①
の
配
偶
者
ま
た
は
直
系
血
族
の
方
で
小
笠

原
に
永
住
を
希
望
す
る
方 

③ 

申
込
日
現
在
、小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
、

小
笠
原
村
に
居
住
し
て
い
る
方 

【
申
込
期
間
】
４
月
15
日
（月
）～
30
日
（火
） 

 

※
郵
送
の
場
合
は
４
月
30
日
（火
）ま
で
の
消
印

に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。 

【
募
集
案
内
配
布
期
間
】 

４
月
１
日
（月
）～
30
日
（火
） 

「募
集
案
内
」は
次
の
場
所
で
配
布
し
ま
す
。 

 

○
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 

○
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 

○
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー 

 

○
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
住
宅
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

  

小
笠
原
警
察
署
で
は
、「や
さ
し
さ
が
走
る
こ
の
街

こ
の
道
路
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
を
行
い
ま
す
。 

【
期
間
】
４
月
６
日
（土
）～
15
日
（月
） 

 

◎
交
通
少
年
団
員
の
募
集 

 

交
通
少
年
団
の
活
動
は
、
交
通
安
全
運
動
に
伴
う

各
種
行
事
や
、
「お
が
さ
わ
ら
丸
」入
港
時
の
キ
ャ
ン

４
月
１
日
付 

《 

》
内
は
旧
所
属 
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ペ
ー
ン
、
パ
ト
カ
ー
で
の
島
内
広
報
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

【
資
格
】
小
笠
原
村
の
小
学
校
在
籍
の
お
子
さ
ん 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

母
島
交
通
安
全
講
習
会 

 

講
習
会
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
12
日
（金
）午
後
６
時
30
分
か
ら 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

【
内
容
】 

○
交
通
安
全
の
講
話 

○
交
通
安
全
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞 

等 
 

●
問
合
せ
先 

母
島
駐
在
所 

 
 

３
―
２
１
１
０ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

【
４
月
の
開
館
日
】
４
月
13
日
（土
）ま
で
と
４
月
28

（
日
）
か
ら
は
毎
日
開
館
し
ま
す
。
４
月
16

日 
 

（火
）～
25
日
（木
）は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日

か
ら
出
港
日
ま
で
開
館
し
ま
す
。 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で 

 

※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】 

《
本
館
》
「座
頭
鯨
展
～
ク
ジ
ラ
来
た
！
春
が
来

た
！
」開
催
中 

《
新
館
》
４
月
28
日
（日
）よ
り
「返
還
45
周
年 

小
笠
原
時
間
旅
行
～
時
を
さ
か
の
ぼ
る
写
真

展
」開
催
予
定 

 

◎
首
都
大
学
東
京
博
士
論
文
報
告
会 

 

【
日
時
】
４
月
23
日(

火)

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館 

【
タ
イ
ト
ル
】「シ
マ
ホ
ル
ト
ノ
キ
は
２
タ
イ
プ
あ
る

～
開
花
期
も
違
っ
て
い
る
！？
」 

【
内
容
】
こ
ぶ
の
木
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
シ

マ
ホ
ル
ト
ノ
キ
に
は
、
遺
伝
的
に
分
化
し
た
乾
性

タ
イ
プ
と
湿
性
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
の
２
つ
が
い
つ
か
別
々
の
種
と
な
る
時

は
来
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

【
演
者
】須
貝
杏
子
（首
都
大
学
東
京
・牧
野
標
本
館
） 

【
主
催
】
首
都
大
学
東
京
・
東
京
都
小
笠
原
支
庁 

【
共
催
】
（公
財
）東
京
都
公
園
協
会 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
（ボ
ニ
ン
・イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
） 

 ●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
」開
催 

 

◎
第
26
回
「月
へ
！
」 

 

新
学
年
最
初
は
、
月
を
望
遠
鏡
で
見
て
み
よ
う
。

月
へ
行
っ
た
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
は
ど
ん
な
冒
険
を
し
た

の
か
な
？ 

【
日
時
】
４
月
17
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

【
集
合
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
４
月
16
日
（火
） 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

 

２
―
７
３
３
３ 

 

東
京
都
科
学
技
術
週
間 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
施
設
公
開 

 

【
日
時
】 

４
月
20
日
（土
）午
前
10
時
～
午
後
２
時
ま
で 

【
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

【
内
容
】
研
究
成
果
の
展
示
、
施
設
内
を
め
ぐ
る
ク

イ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
農
業

機
械
の
展
示
、
農
業
者
に
よ
る
苗
木
販
売
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
「小
笠
原
の
蛾
」な
ど
に
つ
い
て
園

芸
・
科
学
教
室
を
開
講
し
ま
す
。
な
お
、
防
疫
上

の
理
由
に
よ
り
本
年
度
よ
り
「ヒ
ヨ
コ
と
遊
ぼ
う
」

の
コ
ー
ナ
ー
は
中
止
し
ま
す
。 

※
ご
来
場
に
は
出
来
る
だ
け
村
営
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
１
０
４ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
16
日
（火
）午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
17
日
（水
）午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
村
役
場
村
民
相
談
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

※
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を 

 

除
く 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日
時
】
４
月
26
日
（金
）午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
の
問
合
せ
先
０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

平
成
25
年
度
「島
し
ょ
法
律
相
談
」 

  

◎
電
話
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談 

  

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
々 

 

が
、
法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
出
会
っ
た
時
の
た
め 

 

に
、
電
話
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
相
談
日
】
毎
週
、
月
・
水
・
金
曜
日 

 

※
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

 

当
日
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
事
前
の

ご
予
約
も
受
付
け
て
お
り
ま
す
。 

【
事
前
予
約
受
付
時
間
】 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

●
事
前
予
約
受
付
・
相
談
・
問
合
せ
先 

 
 

東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
の
声
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
２
４
５ 

 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施 

  

日
商
簿
記
検
定
を
実
施
し
ま
す
。 

【
試
験
日
】
６
月
９
日
（日
） 

【
申
込
期
間
】
４
月
17
日
（水
）～
５
月
８
日
（水
） 

【
受
験
料
】 

 

《
３
級
》
２
５
０
０
円 

 

《
２
級
》
４
５
０
０
円 

試
験
会
場
は
父
島
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
母

島
に
つ
い
て
も
受
験
希
望
者
が
い
る
場
合
に
会
場
を

設
け
る
予
定
で
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 
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自
衛
官
募
集 

 

【
募
集
種
目
】
幹
部
候
補
生
（一
般
・
歯
科
・
薬
剤
） 

【
対
象
年
齢
】 

 

《
幹
部
候
補
生 

一
般
（大
卒
程
度
試
験
）》 

 

 
 

○
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者 

 
 
 

※
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（見

込
含
） 

 
 

○
修
士
課
程
修
了
者
等
（見
込
含
）で
、
20
歳
以

上
28
歳
未
満
の
者 

 

《
幹
部
候
補
生 

一
般
（院
卒
者
試
験
）》 

 
 

○
修
士
課
程
修
了
者
等
（見
込
含
）で
、
20
歳
以

上
28
歳
未
満
の
者 

 

《
幹
部
候
補
生 

歯
科
・薬
剤
》 

 
 

○
専
門
の
大
卒
（見
込
含
）で
20
歳
以
上
30
歳

未
満
の
者 

 
 
 

※
薬
剤
は
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者 

 
 
 

※
薬
剤
修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満 

【
申
込
締
切
】
４
月
26
日
（金
） 

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
大
田
出
張
所 

 

０
３
―
３
７
３
６
―
４
２
７
１ 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
乗
船
券
等
の 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用 

  

４
月
１
日
（月
）よ
り
、
お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船
券

な
ど
の
購
入
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
が
利
用

で
き
ま
す
。 

【
取
扱
窓
口
】 

小
笠
原
海
運
本
社
お
よ
び
父
島
営
業
所 

 

※
母
島
代
売
所
（農
協
母
島
店
）で
は
ご
利
用
で
き

ま
せ
ん
。 

【
提
携
カ
ー
ド
】V
I
S
A
,
 
M
a
s
t
e
r
C
a
r
d
,
 
JC

B
, 

A
M

E
R

IC
A

N
 E

X
P
R

E
S
S
, D

in
e
rsC

lu
b
, 

D
IS

C
O

V
E

R
 

【
利
用
方
法
】 

○
窓
口
で
の
ご
購
入
に
限
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
払
い
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

○
乗
船
券
購
入
前
に
、
「カ
ー
ド
利
用
」と
お
申
し

出
の
上
、
有
効
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
ご
提

示
く
だ
さ
い
。 

○
引
落
し
は
、一
回
一
括
払
い
の
み
と
な
り
ま
す
。

分
割
払
い
、
リ
ボ
ル
デ
ィ
ン
グ
払
い
、
カ
ー
ド

と
現
金
の
併
用
払
い
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ご
利
用
の
際
は
、
有
効
期

限
、
ご
利
用
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

○
お
が
さ
わ
ら
丸
の
父
島
出
港
日
午
前
11
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で
は
、
混
雑
緩
和
の
た
め
、 

カ
ー
ド
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

○
発
券
翌
日
以
降
の
払
戻
し
は
、
所
定
の
手
数
料

を
差
し
引
い
た
金
額
を
現
金
で
払
戻
し
い
た

し
ま
す
。
指
定
口
座
へ
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
㈱ 

本
社 

 
 

 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

 
 

父
島
営
業
所 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
１ 

                    

                          

専
門
診
療
（産
科
・婦
人
科
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
17
日
（水
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
19
日
（金
）、
22
日
（月
）、 

23
日
（火
）、
24
日
（水
） 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

予
約
制
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
予
約
は
、
水
曜
日

を
除
く
平
日
午
後
１
時
30
分
～
５
時
の
間
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

   

平
成
25
年
度 

小
笠
原
村
定
期
予
防
接
種
年
間
予
定
表 

 

日
本
脳
炎
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
（保
育
園
年
長
）・   

二
種
混
合
（小
学
校
６
年
生
相
当
）の
対
象
者
へ
は
、

日
程
の
詳
細
と
問
診
票
を
後
日
個
別
に
通
知
い
た
し

ま
す
。 

                       

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

予
防
接
種
の
実
施
（母
島
） 

 

保
育
園
年
長
、
小
学
６
年
生
の
方
を
対
象
に
、
定

期
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
対
象
者
の
方
に

は
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

４月の燃料油価格変動調整金 
 

 ４月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，０８０ （+1,016） 

２  等  品 ８，５１３ （+953） 

３  等  品 ７，９４５ （+889） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９１０ （+102） 

０．０７５トン以下 ６８６ （+77） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，５７０ （+790） ２，２９０ （+400） 

１ 等 ９，１５０ （+1,590） ４，５８０ （+800） 

村民割引 
（往復）２等 ５，４９０ （+950） ２，７５０ （+480） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２４，６１０ （+2,040） １２，３１０ （+1,020） 

特 ２ 等 ３６，９００ （+3,050） １８，４６０ （+1,530） 

１ 等 ４９，２１０ （+4,070） ２４，６１０ （+2,040） 

特 １ 等 ５６，８９０ （+4,700） ２８，４５０ （+2,350） 

特 等 ６１，５８０ （+5,090） ３０，８００ （+2,550） 

２等（学割） １９，７００ （+1,640）  
２等 

（身体障害者割引） １２，３１０ （+1,020）  ６，１６０ （+510） 
村民割引 
（往復）２等 ３６，９２０ （+3,060） １８，４７０ （+1,530） 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １６，１１６ （＋912） 

２  等  品 １５，００３ （＋849） 

３  等  品 １３，８０１ （＋781） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，６１４ （＋91） 

０．０７５トン以下  １，２０２ （＋68） 

 

 ４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10
月 

11
月 

12
月 

１
月 

２
月 

３
月 

個
別
接
種 

・四種混合 

・ＢＣＧ 

・三種混合 

・ポリオ 

・麻しん風し

ん混合 

・日本脳炎 

４(

木) 

９(

木) 

６(

木) 

４(

木) 

１(

木) 

５(

木) 

３(

木) 

７(

木) 

５(

木) 

９(

木) 

６(

木) 

６(

木) 

 受付時間 接種場所 

父島 個別接種 午後２時３０分～４時 小笠原村診療所 

母島 個別接種 午後３時３０分～４時 母島診療所 
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【
接
種
種
類
】 

《
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
》
保
育
園
年
長 

 

《
２
種
（ジ
フ
テ
リ
ア
・破
傷
風
）混
合
》
小
学
６
年
生 

【
日
時
】
４
月
15
日
（月
） 

【
場
所
】
母
島
診
療
所 

【
受
付
時
間
】
通
知
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
４
月
18
日
（木
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

   

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

【
新
た
な
遺
産
候
補
地
】
例
年
、
世
界
遺
産
条
約
締

結
国
は
２
月
１
日
ま
で
に
世
界
遺
産
に
登
録
す
る

予
定
の
案
件
に
つ
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
日
本
か
ら
の
提
出
案
件
は
、
「富
岡
製

糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」の
推
薦
書
提
出
お
よ
び

世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
へ
の
「奄
美
・
琉
球
諸
島
」

の
追
加
記
載
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

小
笠
原
諸
島
と
同
様
、
自
然
遺
産
で
登
録
を
目

指
し
て
い
る
奄
美
・
琉
球
諸
島
の
現
状
を
報
告
し

ま
す
。 

【
奄
美
・
琉
球
諸
島
】
奄
美
・
琉
球
諸
島
は
平
成
15

年
に
知
床
お
よ
び
小
笠
原
と
同
時
に
候
補
地
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
知
床
は
平
成
17
年
に
登
録
さ

れ
小
笠
原
は
そ
の
５
年
後
の
平
成
23
年
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
登
録
順
は
、
そ
の
地
域
の
課
題
に
よ
り
ま

す
。
小
笠
原
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
外
来
種

対
策
の
見
通
し
と
将
来
計
画
の
策
定
に
時
間
を
要

し
た
た
め
で
す
。 

 
 

そ
れ
で
は
、
奄
美
・
琉
球
諸
島
が
こ
こ
ま
で
遅

れ
た
の
に
は
何
の
課
題
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う 

と
、
大
き
く
５
点
あ
り
ま
し
た
。 

○
絶
滅
危
惧
種
の
保
全
が
十
分
と
は
い
え
な
か
っ

た
。
（ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
ロ
ー
ド
キ
ル
対
策

が
な
く
例
年
多
数
の
ク
イ
ナ
が
車
の
事
故
で

滅
失
し
て
い
る
。
） 

○
国
立
公
園
法
に
よ
る
法
的
担
保
が
で
き
て
い
な

い
。 

○
地
元
住
民
と
の
調
整
が
困
難
（す
で
に
リ
ゾ
ー

ト
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
地
区
で
自
然
公
園
法

の
網
を
か
け
る
こ
と
に
よ
る
開
発
規
制
が
理
解

さ
れ
る
か
。
） 

○
屋
久
島
と
の
違
い
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

（世
界
唯
一
の
証
明
が
難
し
い
。
） 

○
米
国
の
基
地
問
題
（ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
が
生
息

す
る
沖
縄
北
部
地
区
は
米
国
の
訓
練
場
が
あ

る
た
め
、
基
地
と
の
調
整
が
必
要
。
） 

 
 

今
回
の
暫
定
リ
ス
ト
提
出
は
、
こ
れ
ら
の
５
点

の
課
題
に
つ
い
て
、
解
決
の
見
通
し
が
つ
い
た
こ

と
か
ら
と
、
推
定
で
き
ま
す
が
、
ど
ち
ら
に
し
て

も
推
薦
書
提
出
ま
で
に
は
最
低
３
年
以
上
の
期
間

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
実
施 

  

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、

ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
定
点
観
測
で
は
、

沢
山
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
確
認
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
録

画
機
能
付
き
双
眼
鏡
を
用
い
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。調
査
で
は
、

船
が
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
行
動
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
か
を
記
録
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
世
界
各

地
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
で
は
、

個
体
数
の
増
加
が

報
告
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
船
舶

や
人
と
の
接
触
事

故
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
際
に

海
外
な
ど
で
は
、

人
と
ク
ジ
ラ
の
接 

触
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
度
な
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
は
、
鯨
類
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
逆

に
観
察
者
が
事
故
に
あ
う
危
険
性
も
あ
る
の
で
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
も
、
ク
ジ
ラ
か
ら
船
の
至
近
距
離
ま
で

や
っ
て
く
る
例
が
何
件
か
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
な
ど
の
大
型
鯨
類
の
水
中
観
察

は
、「遊
泳
者
の
安
全
管
理
策
が
確
立
で
き
て
い
な
い

こ
と
」「鯨
類
へ
の
影
響
が
未
知
で
あ
る
こ
と
」か
ら
、

当
協
会
で
は
推
奨
し
て
い
ま
せ
ん
。
近
づ
い
て
き
た

か
ら
と
い
っ
て
、
安
易
に
遊
泳
し
て
観
察
し
な
い
よ

う
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
143 

 

◎
ウ
ミ
ガ
メ
放
流 

  

３
月
16
日
宮
之
浜
に
て
小
笠
原
小
学
校
５
年
生

が
飼
育
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
放
流
会
が
行
わ
れ
ま
し 

た
。
毎
年
５
年
生
は
１
年
間
か
け
て
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ

い
て
学
習
を
し
て
い
ま
す
。
飼
育
だ
け
で
は
な
く
、

大
村
海
岸
の
卵
移
植
や
産
卵
見
学
、
ふ
化
率
調
査
な

ど
も
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
大
村
海
岸
で
の
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
も
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て

今
年
も
総
勢
22
名
の
ウ
ミ
ガ
メ
博
士
が
誕
生
し
ま

し
た
。 

 

◎
２
０
１
２
年
度
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
終
了 

 

２
月
24
日
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
「２
０
１
２

年
度
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。当

日
は
村
民
を
中
心
に
１
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

報
告
会
で
は
小
笠
原
小
学
校
５
年
生
が
１
年
間
学

ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
の
発
表
や
、
ウ
ミ
ガ
メ
食
文
化
に
関

す
る
ミ
ニ
討
論
会
も
行
わ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。
東
京
海
洋
大
学
う
み
が
め
研
究
会
か
ら

は
、
大
村
海
岸
か
ら
移
植
し
た
卵
よ
り
ふ
化
し
た
稚

ガ
メ
の
奇
形
に
つ
い
て
、
漂
着
個
体
内
容
物
か
ら
見

た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
と
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
食
性
に
つ
い

て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｅ
Ｌ
Ｎ
Ａ
か
ら
は
、
過

去
９
年
に
渡
り
実
施
し
て
き
た
関
東
沿
岸
に
お
け
る

ウ
ミ
ガ
メ
漂
着
個
体
調
査
に
つ
い
て
、
小
笠
原
事
業

所
の
活
動
に
つ
い
て
、
２
０
１
２
年
度
小
笠
原
諸
島

に
お
け
る
産
卵
状
況
に
つ
い
て
の
発
表
を
行
い
ま
し 

た
。
ウ
ミ
ガ
メ
報

告
会
は
毎
年
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
に
よ
っ

て
ウ
ミ
ガ
メ
の
産

卵
状
況
や
ふ
化
状

況
、
食
害
に
つ
い

て
も
変
化
が
見
ら

れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
次
回
も
た
く
さ

ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://bonin-ocean.net 

モニタリング調査の様子 

 
 

http://bonin-ocean.net/
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イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美（うちむら かずみ）です。

うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れて、早くみなさんに覚えて

いただけるように頑張ります。島の野菜や果物を使った料理に挑戦してみようかと思っていま

す！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

― 村民課福祉係 ― 

― 第１５８号 ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：内地よりも一足早い春を迎え、ぽかぽか陽気の日も多くなってきましたね。 

新年度が始まり、新たに島に来た人も多いんじゃないかな。  

保健師：引越や職場の異動、新たな環境に変わった方は知らず知らずのうちにストレスを

ためてしまうこともあるかもしれませんね。 

クジラ：そうですね。すでに自分の生活に慣れている人は、周りの人のことを気にかけて

あげないといけませんね。 

保健師：一人で多くのことを抱え込むことは大変です。まずはストレスの有無に気づいて、

早めに対処できるといいですね。 

 

新年度がはじまり、進学・進級したり、職場でも異動や転勤になったりと、 

新しい環境に変わった方も多いと思います。そうです、新しい節目となる時期でもあります。 

ここで、もう一度今までの生活習慣を見直して、1年間元気に過ごせるように健康な体づくりをしていきましょう！ 

1年に 1回は健康診断を！ 

病気を未然に防ぐため、また万が一の病気を早期発見・治療するためには健康診断が有効です。 

結果はよく読み、食事や生活の見直しに役立てましょう。 

体調の変化を把握したり、継続的に検査結果を比較したりするためにも、なくさないように保管しておきましょう。 

 

睡眠やこころの健康は、食事や運動とともに「健康な体」を作るために不可欠な要素です。 

・「このくらい大丈夫」と思わない ・自分なりのストレス解消法を見つける 

・良質の睡眠をたっぷりとる 

★身体が弱るとこころも不安定になります。ぐったりと疲れている時、体調がいまいちだ

なぁと感じた時は、無理せず休みましょう。ただし、お酒を飲んでも悩みや不安は解消さ

れません。 

運動は、脂肪を燃焼させて体重増加を防いだり、血行を

促進したりする効果があります。また、便秘の解消、ス

トレス発散、肩コリ・腰痛の予防、老化の予防などにも

効果的です。 

・毎日できるだけ「歩く」習慣を 

・ライフスタイルに運動を取り入れて 

★なかなか運動が続かない方は、日常生活の中でこまめ

に動くだけでも違います。続けて何分以上動かないと脂

肪が消費できない、ということはありません。 

健康な体は毎日の食事から。ポイントを参考に、 

食生活をもう一度見直して見ましょう。 

・1日 3食、バランスよく食べる 

・食事は腹八分目、お酒はほどほどに 

・脂っこい料理と塩分はなるべく控えて 

★「今日は食べすぎた！」というときは、2～3日

の中で調整をしたり、運動量を増やすなど柔軟な気

持ちで気を付けていきましょう。 

食生活の見直しを 適度な運動習慣を 

ストレス発散と十分な睡眠を 

「治療」の前にまずは「予防」を！ 



固定資産税台帳の閲覧および価格等縦覧帳の縦覧開始 入港日

情報センター臨時休館（～５） 東京三弁護士会による法律相談（母島）

ギャラクティック・キッズ申込締切

東京三弁護士会による法律相談（父島）

産科・婦人科専門診療（母島）

入港日 ギャラクティック・キッズ開催

日商簿記検定申込開始（～５/８）

森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習

定期予防接種 乳幼児健診・歯科健診（父島）

出港日

行政相談所の開設

産科・婦人科専門診療（父島）

亜熱帯農業センター施設公開

出港日

春の全国交通安全運動（～１５）

高校図書館開放

高校図書館開放

入港日

母島巡回労働相談 産科・婦人科専門診療（父島～２４）

首都大学東京博士論文報告会

小笠原村農業委員会選挙告示日

小笠原小学校・小笠原中学校入学式

母島小中学校入学式

小笠原高校入学式

入港日

村民意見・提案・相談受付 出港日

電話による無料法律相談

父島ノヤギ駆除（村）

母島交通安全講習会

出港日

小笠原村農業委員会選挙投票日（母島） 入・出港日

母島小中学校日曜学校公開

狂犬病予防注射（父島） 高校図書館開放

小笠原村農業委員会選挙投票日（父島） 情報センター臨時休館

高校図書館開放

心身障害者（児）巡回相談申込締切

東京都小笠原住宅あき家入居者募集開始（～３０）

予防接種の実施（母島）

狂犬病予防注射（母島）

父島ノヤギ駆除（村）

日

25 木

26

27 土

金

火2

9

29 月

28
土

日

日

火

水

23

21

24

18 木

19 金

20 土

行 事 予 定日付 曜日

16 火

5

日付 曜日 行 事 予 定

水

月

1 月

3

4

6

木

月
22

日7

8

金

月15

11 木

火

水

水17

火30

土

14

金

10

12

13

昭和の日
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